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東京都
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千葉県

栃木県

神奈川県

国道１６号
入間狭山拡幅②

：再評価

①事業採択後、5年以上経過した時点で未着工

②事業採択後、10年以上を経過した時点で継続中の事業

③準備・計画段階で5年間が経過している事業

④再評価実施後、5年間が経過している事業

⑤社会情勢の変化等により再評価の実施の必要が生じた事業



１．事業の目的と計画の概要１．事業の目的と計画の概要
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・国道16号の交通渋滞の緩和

・安全・安心な歩行空間の確保
・土地区画整理事業への寄与

（１）目的

（２）計画の概要
さいたまけん いるまし かわらまち

区 間 自）埼玉県入間市河原町
さいたまけん さやまし かみおくとみ

至）埼玉県狭山市上奥富
計画延長 Ｌ＝４．５６ｋｍ
幅 員 Ｗ＝23.0m（区画整理事業区域内）

Ｗ＝20.0m（区画整理事業区域外）
道路規格 第４種第１級
設計速度 ６０km/h
車 線 数 ４車線
事 業 化 昭和46年
事 業 費 約158億円
計画交通量 27,300～39,200台/日

標準横断図

入間市駅北口土地区画整理事業区域内 入間市駅北口土地区画整理事業区域外
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２．事業進捗の状況２．事業進捗の状況
「入間狭山拡幅」の事業経緯

3

S37年度 一般国道16号として指定（2車線）

Ｓ39年度 都市計画決定（4車線化）

Ｓ46年度 事業化

用地着手

Ｓ47年度 工事着手

Ｈ５年度 部分供用（狭山市入間川4丁目～狭山市上奥富間）Ｌ＝2.92kｍ（4/4）

H12年度 都市計画変更決定（入間市駅北口土地区画整理事業区域内を16号現道拡幅に変更）

H21年3月 部分供用（狭山市鵜ノ木～狭山市入間川4丁目）Ｌ＝0.80kｍ（4/4）

入間狭山拡幅（L=4.56km） 再評価対象区間
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資料：H18年度プローブデータ

３．事業の必要性に関する視点３．事業の必要性に関する視点

・埼玉県内の国道16号では、埼玉県入間市と狭山市にまたがる本事業区間が、唯一の2車線区間
であるため混雑が発生しており、1ｋｍあたりの渋滞損失時間は、県内平均値の約4倍となっている。
・ 特に河原町交差点では、混雑が著しく、最大渋滞長420ｍが確認されている。

（１）国道1６号の交通渋滞の緩和

写真－入間市河原町（Ｈ21．9）
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至八王子

至 川越

県内平均値の約4倍

※県平均はH18年度達成度報告書より

■入間狭山拡幅区間と県平均値の渋滞損失時間の比較

■国道16号の整備状況

最大渋滞長
は上り線

（至八王子）で
420m

4車線区間

2車線区間

県内唯一の
2車線区間
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３．事業の必要性に関する視点３．事業の必要性に関する視点

・区画整理事業区域における4車線化未整備区間では、歩道がなく、事故率が他の区間に比べ高い。
特に河原町交差点（299件/億台キロ）、入間市河原町（261件/億台キロ）で事故率が高い。
・本事業の歩道のバリアフリー化と電線共同溝の整備により、快適で安心・安全な歩行空間が確保
される。

（２）安全・安心な歩行空間の確保
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■大宮国道事務所管内の死傷事故率

図－整備前後の状況

入間市区画整理事業区域内
（Ｈ２１．９）

狭山市鵜ノ木
（Ｈ２１．９）

【現況（２車線区間）】 【整備済区間】

【現況（２車線区間）】 【整備後】

歩行者が車
と接近して危険

河原町交差点（299件/億台キロ）

入間市河原町（261件/億台キロ）

河原町交差点

入間市河原町

入間狭山拡幅（L=4.56km） 再評価対象区間

入間市駅北口土地区画整理事業区域

資料 Ｈ16～H19交通事故ＤＢ

（
件
／
億
台
キ
ロ
）

歩道が整備
され安全に

事故率300以上

事故率100以上300未満

事故率100未満



３．事業の必要性に関する視点３．事業の必要性に関する視点

・入間市駅の北口駅前のまちづくりとして、入間市にて区画整理事業を整備中。
・国道16号入間狭山拡幅事業は、当該区画整理事業における広域幹線道路として位置付けられ入
間市のまちづくりに寄与している。

（３）まちづくりの支援
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図－入間市駅北口土地区画整理事業区域図
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事業計画書
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４．費用対効果（計算条件）４．費用対効果（計算条件）

■総便益（Ｂ）

■総費用（Ｃ）

道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれ
について推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

■計算条件

・基準年次 ：平成21年度
・供用開始年次 ：平成27年度
・分析対象期間 ：供用後50年間
・基礎データ ：平成17年度道路交通センサス
・交通量の推計時点：平成42年度
・計画交通量 ：27,300～39,200台（台/日）
・事業費 ： 約158億円

【参考：前回評価(－)】
－
－
－
－
－
－
－



４．費用対効果４．費用対効果

■■事業全体事業全体

注1）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
注2）費用及び便益額は整数止めとする。
注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
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基準年：平成21年度

22億円

維持管理費

292億円270億円
１．７

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

504億円18億円60億円425億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短
縮便益便益便益((ＢＢ))

■■残事業残事業

4億円

維持管理費

22億円18億円
６．３

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

141億円6億円9億円126億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短
縮便益便益便益((ＢＢ))



５．事業進捗の見込みの視点５．事業進捗の見込みの視点
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■暫定供用・未供用区間に係る工程表

・入間狭山拡幅の残事業区間0.84ｋｍのうち、用地取得が未完了なのは区画整理事業区域0.6ｋｍの

みである。

・残事業区間は、入間市駅北口土地区画整理事業（入間市）の進捗と合わせながら、事業促進を図る。

用
地
着
手

工
事
着
手

部
分
供
用

都
市
計
画
変
更

部
分
供
用

S46 S47 ・・・ H5 ・・・ H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23～

用地

工事

用地

工事

用地

工事

狭山市入間川4丁目
～狭山市上奥富
（L=2,920m）

入間市河原町
～狭山市鵜ノ木
（L=840m）

狭山市鵜ノ木
～狭山市入間川4丁目

（L=800m）

年度



６．今後の対応方針（原案）６．今後の対応方針（原案）
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（２）事業進捗の見込みの視点

・入間狭山拡幅の用地取得ができていない区間は、区画整理事業区域の0.6ｋｍのみ。

・区画整理事業区域の国道16号の４車線化用地については、区画整理事業にて、平

成24年度末に全線の用地を確保する予定。

（１）事業の必要性等に関する視点

・埼玉県内の国道16号では、埼玉県入間市と狭山市にまたがる本事業区間が、
唯一の2車線区間であるため、混雑が発生しており、渋滞損失時間は県内平均値の
約４倍となっている。

・区画整理事業区域の４車線化未整備区間では、歩道がなく、事故率が高い。
・事業全体の費用対効果（Ｂ／Ｃ）は1.7である。

（３）対応方針（原案）

・事業継続

・事業の必要性が高く、早期の効果発現を図ることが必要である。


